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北海道育種基本区トドマツ精英樹特性表

はじめに

北海道育種基本区では平成８年６月北海道育種場からトドマツ精英樹特性表が公表

されました。また翌年北海道から道有林技術情報 No.25（１９９７年３月 林木育種

事業特集号）に主に民有林選抜精英樹を対象にトドマツ、カラマツ、スギ精英樹特性

表が公表されました。平成１４年にはアカエゾマツの通信簿（来田和人：光珠内季報

No.１２７、14-17，2002）にアカエゾマツ精英樹特性表が公表され、平成１６年３月
には育種場で調査した場内のクローンの成績と国有林検定林の１０年次調査結果に加

えて、前述のアカエゾマツの通信簿をも掲載した基本区全体のアカエゾマツ精英樹特

性表が公表されています。

本特性表は北海道育種場が調査した、国有林の次代検定林１５年次の評価に、北海

道が公表した特性表（道有林技術情報 No.25）を加えて作成したものです。材質調査
は北海道育種場、道立林業試験場、道立林産試験場でそれぞれ行われていますが、今

回の特性表には掲載しませんでした。

これらの結果は採種園の体質改善、新品種創出のための交配母樹の選定、家系品種

の創出のための遺伝・育種情報として活用されます。

Ⅰ．国有林次代検定林の評価（１５年次）

１７箇所の地域差検定林 15年次調査結果から、昭和６０年の林木育種推進北海道地
区協議会で決定した９カ所の種苗配布区域を基本に北海道が設けた道西南部、函館・

日高、道央部、道東部、根釧の５区域（検定区と北海道では呼んでいるので以降検定

区の名称を用います）別に検定林ごとの精英樹家系の平均樹高、胸高直径、生存率（地

域差検定林のデータを用いたので全て同じ家系が植栽されている）を求め、表－１の

基準で５段階の評価を行いました。また４カ所の一般次代検定林は地域差検定林と重

複する家系以外は１カ所でしか検定されていないため、検定林ごとに５段階の評価を

行い評価値を（ ）に記載しました。地域差検定林と重複した家系は地域差検定林で

の評価を採用した。評価に用いたデータ（平均値）は特性表に評価値とともに記載し

ました。検定林の位置と５検定区は図－１のとおりである。また検定林ごとの１５年

次の平均樹高、胸高直径、生存率（変換値を使用していない）、最大、最小の家系の値

は表－２のとおりです。

国有林には、準検定林と呼ばれている、精英樹本体から採取した種子で養成した苗

木で造成した高齢の検定林がありますが、本表に掲載したのは全て採種園産種子で造

成した検定林の成績です。



表－１ 評価値と評価基準

評価値 基 準 実用上の表現

５ 平均値 +1.5σ以上 特に良い 特に強い

４ +0.5σ以上，+1.5σ未満 良 い 強 い

３ -0.5σ以上，+0.5σ未満 普 通 普 通

２ -1.5σ以上，-0.5σ未満 悪 い 弱 い

１ 平均値 -1.5σ未満 特に悪い 特に弱い

注：σは標準偏差

図－１

注：●は地域差検定林

▲は一般次代検定林

名称は頭の北が省略されている（函５の正式名称は北函５号である）





Ⅱ．民有林次代検定林の評価（主に２０年次）

道有林技術情報 No.25（林木育種事業 40 周年特集号）からトドマツに係わる部分を
抽出して掲載しました。

トドマツの検定林のⅤ齢級までの検定結果に基づいて特性表を作成しました。検定

クローン数１５２、評価形質は成長、生存率、諸被害：雪折、雪腐、晩霜、風害です。

評価はⅠの表－１と同じく５段階評価で、各形質とも、各検定林における全体の平均

値と標準偏差をもとに行いました。データが％で表されている生存率や被害本数率に

ついてはあらかじめ角度変換した値で計算しました。

なお、検定回数が精英樹によって異なり、３回以上の検定結果に基づく評価値は枠

の左側に表示しました。成長形質のうち、単木材積は、D2H、林分材積は単木材積に
生存率を乗じた値で、いずれも相対値です。両形質の評価の違いは生存率によってい

ることから、例えば単木材積よりも林分材積が低い評価となっている場合は密度の影

響を考慮する必要があります。

検定林は昭和３９、４０年および昭和５５年にそれぞれ６、５、９カ所、併せて２

０カ所を造成し、定期調査の他に被害に関する臨時調査を行ってきました。これらの

検定林はすべて準次代検定林で、精英樹から直接採種し、育苗した材料を用いていま

す。各検定林の検定区域、評価時の林齢等は道有林技術情報 No.25 の表－５を参照し
てください。

トドマツでは、各形質とも産地間変異が大きく、どの区域で検定されるかによって

評価が異なる場合があります（詳しくは道有林技術情報 No.25を参照してください）。
このため、５つの検定区域ごとに各精英樹の平均指数を求める必要があります。その

手順は、まず２０カ所の検定林を 5 つの区域に振り分け、検定林単位に各精英樹を評
価し、区域ごとに検定林間の平均値を求めます。次に、検定林間の平均値を基に区域

内の精英樹全体の平均値と標準偏差を求め、これらから検定林間の平均値を再評価し

ます。

なお、諸被害抵抗性のうち、枝枯病に関する結果は、たとえ評価が５であったとし

ても実用に供せるものではなく、あくまでも相対値として参考程度に考える必要があ

ります。
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